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1　は じ め に　骨 膜 炎、疲 労骨折 な ど の 過 労性 骨

障害 は 、 骨 の 同
一

部 位 に 外 力が く り返 し加 わ る こ

と に よ り発症 す ると考 え ら れ て お り 、 そ の 症 状 は 、

レ 線上 で 変化 が な く と も 骨 部 に圧痛 、 膨隆 、 熱感

等 の あ るも の や 、 レ 線 上 で 明 ら か に 骨 折線 が認 め

ら れ る 例 な ど も あ る 。ス ポ
ー

ツ に よる本 障害 は 、

筑波大学 保 健管理 セ ン タ
ー

の ス ポ
ーツ外傷 デ ータ

ベ ース に よ る と 、 す べ て の 過 労性骨 障害 の う ち 44

％を 腥 骨が 占 め 、 そ の 47 劣 は 中下 1 ／ 3 の 部位

で あ り、 陸上競 技 、 サ ッ カ ーな ど の ラ ン ニ ン グ を

主 体 と す る 運動 競技 に多 い 。 ま た 、 そ の 障害 の 程
度 は

、 練習 を 中止せ ざ る を 得 な か っ た り 、 試 合 を

断念 し な け れ は な ら な い 場合 も あ り 、 競 技者 に と

っ て こ の 障害 は 、 重大 なも の で ある 。 し か し 、 本

障害 に対 す る研究 は 、 実 態 調 査 や 診 断 、 予後 、 治

療 に 関す る も の が多 く 、 発症 要 因 に 関す る も の は

少 な い 。本 研 究 で は 、 下 肢 の 形 態 的 特 徴 と 下 腿 の

発症 と の 関 運を 明 ら か に す る こ と を 目的 と し た 。

2　 方法 　被験者 は 筑波大 学 陸上 競技部 男子 中 ・

長 距 離走者 26 名 とし 、 そ の 練習 内容 、 運動施設 、

用具 は ほ ぽ 同 一で あ っ た 。
26 名 中11 名 は 、 選手

生 活を通 じ 、 過去 に腥骨 内側部 に圧 籍 、 膨 隆等 の

過 労 性骨 障害 の 症 状 を 経験 し た 者 （経験 者 群）で 、

ユ5 名 は 経験 し なか っ た 者 （非経 験者群）で あ っ

た
。 下肢 の 形 態 測 定 は 、 被 験 者 の 左 石上 前腸 骨 棘、

大 腿 骨 内側上 果 、 膝 蓋骨 の 前 面 中央 （膝蓋 中点 ）、

経 骨粗 面 、 内果 、 下腿 後面 中央 、 ア キ レ ス 腱中央 、

踵骨 の 後面 下部 中央 に マ
ー

ク をてん付 し 、 両 足平

行 時 に お け る 立 位 の 下肢前後 面 お よ び 左石 側 面 を

写真撮 影 し た 。そ の 写真 か ら 、各 マ
ーク を 基 準 点

と し て n 膝 内反度 、 湾曲度 、 大腿角 、 大 腿 一
膝 蓋

角 、 大 腿
一

下 腿角 、 Q ア ン グ ル
、 踵 骨角 そ 言†測 し

た （図 1 参 照） 。 それ ぞれ の 計 測値 に つ い て 、 経

験 者 群 と 非 経験 者群 と を 比 較 し た
。

3　 結果　経験者 群 の 経骨過労性 骨 障窘 の 部位は 、

17 例 中 16 例 が 内側 中下 1 ／ 3 、 1 例が 内 側中上

1／ 3 で あ っ た 。 経験 者群 の 大 腿 一
下腿 角 の 平均

値 は 、 9．3 度 で 、 非経 験 者群 の 10。8 度に 比 し 小

さ く 、 ま た 、 経験者群 の 膝内 反度 の 平均 値 は 30。1
皿 皿 と 、 非 経 験者 の 18．0 皿皿 よ り大き く 、 と も に 、

5 ％水準 の 危 険 率 で 有 位 差 が 認 め ら れ tc。

4　考 察 　本研 究の 中 ・長 距 離走 者 の 腥 骨過 勞性

骨 障害 の 部 位 は 、 内側 申下 1 ／ 3に 多 か っ た 。 こ

の 結果 は 、 Devas
、 有馬 、 筑 波大 学 保 健 管 理 セ ン

タ
ー

の ス ポ
ーツ 外 傷 デ

ー
タ ベ

ー
ス など の 報告 と 同

様 で あ り 、 ス ポ
ーツ に よる 腥骨過 労性 骨 障害の好

発部位 は 、 内 側 中 下 1 ／ 3 で あ る と 考 えて よ い と

思 わ れ る 。

　経験者 群 の 大 ma−一下腿角 は 、 9 ．3 度 、 膝 内 反

度 は 30。1mm 、 非 経験 者群 の 値は 、 そ れ ぞ れ 、

10。8 度 、 18。Om 皿 と 、 経験 者群 が非経 験者 群 よ

り膝 内反 の 程 度が 強 か っ fC
。 こ の こ と よ り、 膝 内

反 の 度 台 の 強 い ラ ン ナ ーは 、 腥骨 過 労 性 骨 障害 の

発 症素 因 を 持 っ て い る こ とが 分 る 。 ま た 、 膝内 反
の 程度 の 強 い ラ ン ナ ーに と っ て は 、 本 障害予防 の

た め に 、 芝 な ど の 柔 か い 走路で の ラ ン ニ ン グ を 練
習計 画 に定期的 に と り入 れ た り 、 シ ュ

ーズ を 選 ぶ

時 に も 、 足 部 の 形 態や踵 骨角 な ど に 注 意 す る だ け

で な く 、 下肢全体 の アラ イ ン メ ン トを考慮 に入 れ

る こ と も 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
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図 1　 下肢形 魍 の 測 度
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